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平
和
構
築
と
紛
争
予
防
月
間 

令
和
３
年
３
月
４
日
（
木
） 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

（
オ
ン
ラ
イ
ン
例
会
）

 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

     

会
員
54
名 

出
席
計
算
数 47

名
中
35
名
出
席 

出
席
率

74
・
47
％ 

前
々
回
出
席
率
１
０
０
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
感
謝
状
披
露 

・
名
古
屋
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン 

★
19-

20
年
度
Ｒ
財
団
寄
付
バ
ナ
ー 

お
よ
び
表
彰
状
披
露 

★
米
山
奨
学
生
挨
拶
（
リ
モ
ー
ト
） 

★
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 
Ｄ
Ａ
Ｙ 

シ
ョ
ー
ト
卓
話 

  

ゲ
ス
ト
（
リ
モ
ー
ト
） 

米
山
奨
学
生 
 

 
 

 

馬ま 
 

健
淋

け
ん
り
ん 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

３
月
に
な
り
ま
し
た
。
嬉
し
い
事
が
多

く
あ
り
ま
す
様
に
。 

 

大
原 

敏
正 

本
日
卓
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

岡
部 

快
圓 

岡
部
快
圓
さ
ん
パ
ラ
オ
の
話
楽
し
み
で

す
。 

 

鬼
頭 

茂
成
・
堀
江 

英
弥 

酒
井 

 

修
・
仲
林 

宏
昌 

松
岡 

 

毅
・
岡
村 

隆
德 

岡
部
快
圓
さ
ん
よ
ろ
し
く
。横
井 

 

衞 

岡
部
快
圓
さ
ん
、
お
話
楽
し
み
で
す
。

近
藤 

明
美 

岡
部
快
圓
さ
ん
の
卓
話
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

林 
 

順
治 

岡
部
快
圓
さ
ん
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

木
村 

吉
伸 

本
日
例
会
出
席
１
８
０
０
回
で
す
! ! 

浅
野 

 

彰 

本
日
、
例
会
の
貴
重
な
時
間
を
い
た
だ

い
て
会
社
紹
介
の
映
像
を
流
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

岩
崎 

征
一 

会
場
例
会
久
し
ぶ
り
で
す
。 髙

木 

政
義 

家
内
の
誕
生
月
で
す
。 

内
藤 

 

明 

  

会
長
挨
拶 

 
 

 
 

大
原 

敏
正 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！ 

先
日
は
愛
知

県
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、  

ま
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
メ
ド
が
立
ち
、

ま
だ
ま
だ
注
意
は
必
要
で
す
が
、
少
し

明
る
い
兆
し
が
見
え
て
参
り
ま
し
た
。

気
候
も
随
分
暖
か
く
な
り
、
コ
ー
ト
を

手
に
す
る
こ
と
も
減
っ
て
参
り
ま
し
た
。

春
を
感
じ
ま
す
。 

本
日
は
大
変
に
嬉
し
い
ニ
ー
ス
を
皆

さ
ん
に
お
届
け
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

先
程
か
ら
画
面
で
ご
覧
い
い
た
だ
き
ま

し
た
よ
う
に
、
ま
た
既
に
多
く
の
会
員

の
方
が
、
実
際
に
テ
レ
ビ
で
ご
覧
に
な

ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち

の
友
人
、
会
員
の
岩
崎
征
一
さ
ん
が
ナ

ゴ
ヤ
テ
レ
ビ
の
「
サ
ク
セ
ス
」
と
言
う

番
組
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
本
日
は
お
仕
事
で
ご
出
席
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
後
輩
の
私
か
ら
申
し

上
げ
て
僭
越
で
は
あ
り
ま
す
が
、
建
築

の
お
仕
事
に
対
す
る
「
情
熱
と
愛
情
と

誇
り
」
に
満
ち
溢
れ
た
方
で
、
私
も
日 

頃
か
ら
、
特
に
今

回
私
の
診
療
室
の

移
転
に
関
し
て
大

変
に
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
番
組
で
も

設
計
と
い
う
仕
事

に
対
す
る
深
い
思

い
が
伝
わ
っ
て
き 

ま
し
た
。
私
た
ち
会
員
に
取
り
ま
し
て

も
、
大
変
誇
り
に
感
じ
ま
す
し
、
嬉
し

い
限
り
で
あ
り
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

も
う
一
つ
、
今
日
の
卓
話
は
会
員
の

岡
部
快
圓
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 

永
年
や
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
、
パ
ラ
オ

の
日
米
兵
士
の
戦
没
者
慰
霊
に
関
し
ま

し
て
お
話
を
伺
え
ま
す
。
岡
部
さ
ん
は

現
在
で
は
、
お
体
を
不
自
由
に
さ
れ
ま

し
て
、
例
会
に
は
な
か
な
か
お
越
し
頂

け
ま
せ
ん
が
本
日
は
特
別
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
お
話
を
伺
う
機
会
が
出
来
ま

し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

パ
ラ
オ
は
、
今
年
度
の
大
須
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で

す
。
パ
ラ
オ
の
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
で
は
、

先
の
大
戦
、
大
東
亜
戦
争
で
兵
力
が
米

軍
兵
士
約
５
万
人
に
対
し
、
日
本
軍
１

万
２
千
名
で
あ
っ
た
為
、
米
軍
は
３
日

で
攻
略
出
来
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

米
軍
に
よ
る
日
本
本
土
の
空
襲
を
１
日

で
も
遅
ら
せ
る
為
に
、
昭
和
19
年
９
月

15
日
か
ら
11
月
27
日
ま
で
71
日
間

に
渡
り
死
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
全
て

の
日
本
の
兵
士
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

玉
砕
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
の
、
守 

備
隊
長
で
あ
り
ま
し
た
中
川
州
男
大
佐

（
最
終
階
級
中
将
）
の
パ
ラ
オ
島
民
に

対
す
る
心
温
ま
る
話
や
、
ニ
ミ
ッ
ツ
提

督
の
碑
文
の
話
な
ど
、
皆
様
も
ご
存
知

の
方
も
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

岡
部
快
圓
さ
ん
は
永
く
そ
の
慰
霊
を
、

我
々
日
本
人
を
代
表
し
て
や
っ
て
来
ら

れ
ま
し
た
。
今
回
そ
の
業
績
の
一
端
を

ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
。
心
し
て
拝
聴

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

あ
と
、大
変
に
蛇
足
で
恐
縮
で
す
が
、

私
の
診
療
室
の
移
転
が
３
月
８
日
に
出

来
ま
す
事
を
感
謝
と
共
に
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。 

も
う
一
つ
蛇
足
な
の
で
す
が
、
私
の

こ
れ
ま
で
の
仕
事
を
評
価
頂
き
、
光
栄

に
も
４
月
に
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
頂

け
る
事
と
な
り
ま
し
た
こ
と
も
、
付
け

加
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

「
今
日
も
１
日
笑
顔
で
暮
ら
し
ま
し

ょ
う
！
」あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

   

シ
ョ
ー
ト
卓
話 

「
パ
ラ
オ
の
戦
い
」
～
真
言
宗
智
山
派 

海
外
戦
跡
慰
霊
法
要
～ 

岡
部 

快
圓 

パ
ラ
オ
諸

島
は
マ
リ
ア

ナ
諸
島
の
南

方
に
位
置
す

る
、
日
本
の

委
任
統
治
領 

（
開
戦
当
時
）

 

の
島
々
で
す
。

日
本
軍
に
と 
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っ
て
は
ソ
ロ
モ
ン
や
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方

面
の
補
給
を
担
う
重
要
な
基
地
で
し
た
。

一
九
四
四
年
の
七
月
・
八
月
、水
際
作
戦

の
失
敗
で
マ
リ
ア
ナ
諸
島
を
失
っ
た
日

本
軍
は
、
パ
ラ
オ
諸
島
で
は
長
期
持
久

を
は
か
り
、
海
岸
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ

に
主
陣
地
を
構
築
し
て
い
き
ま
し
た
。 

一
方
、
米
軍
に
と
っ
て
は
パ
ラ
オ
諸

島
に
飛
行
場
を
確
保
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン

諸
島
攻
略
の
足
場
と
し
た
い
要
衡
で
し

た
。
一
九
四
四
年
九
月
、
米
軍
は
飛
行

場
の
あ
る
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
と
、
平
坦
で

新
規
に
飛
行
場
建
設
が
可
能
な
ア
ン
ガ

ウ
ル
島
の
占
領
を
担
い
、
ま
ず
両
島
に

徹
底
的
な
爆
撃
と
艦
砲
射
撃
を
行
い
ま

す
。
こ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
焼
き
尽
く
す

ほ
ど
の
砲
撃
で
日
本
軍
が
弱
体
化
し
た

と
考
え
た
米
軍
は
上
陸
を
開
始
し
ま
す
。

し
か
し
地
下
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
壕
に

隠
れ
て
い
た
日
本
軍
が
強
烈
な
迎
撃
を

敢
行
。
こ
の
ゲ
リ
ラ
的
戦
法
で
米
軍
は 

予
想
外
の
大
き
な
犠
牲
を
出
し
ま
す
が
、

圧
倒
的
な
物
量
を
背
景
に
進
軍
し
、
十

月
十
九
日
に
は
ア
ン
ガ
ウ
ル
島
を
、
十

一
月
二
十
七
に
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
を
陥
落
。

そ
れ
ぞ
れ
日
本
兵
の
最
期
は
万
歳
突
撃

に
よ
る
玉
砕
で
し
た
。 

真
言
宗
智
山
派
海
外
戦
跡
慰
霊
法
要 

一
日
目 

成
田
空
港
に
て
結
団
式
。
グ
ア
ム
に
て
名

古
屋
組
と
合
流
後
パ
ラ
オ
へ
。
午
後
九
時

パ
ラ
オ
到
着 

二
日
目 

パ
ラ
オ
共
和
国
大
統
領
表
敬
訪
問
。
ト
ミ

ー
・
レ
メ
ン
ゲ
サ
ウ
・
ジ
ュ
ニ
ア
大
統
領

に
謁
見
。
ミ
ュ
ー
ン
ズ
・
ス
コ
ウ
ジ
ョ
ウ

（
戦
時
中
の
水
上
飛
行
場
跡
地
）
を
見
学
。

そ
の
後
、
教
育
省
に
向
か
い
教
育
大
臣
マ

リ
オ
・
カ
ト
サ
ン
氏
に
表
敬
訪
問
。
そ
の

後
、
コ
ロ
ー
ル
海
軍
基
地
（
サ
ク
ラ
会
）

に
て
法
要
。
ガ
ス
パ
ン
州
に
移
動
し
「
戦

没
者
慰
霊
塔
」
に
て
法
楽
。 

三
日
目 

ボ
ー
ト
に
て
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
へ
。
オ
バ
ッ

ク
・
イ
サ
オ
・
シ
ゲ
オ
大
酋
長
と
州
知
事

に
表
敬
訪
問
。
そ
の
後
、
向
か
い
に
あ
る

ペ
リ
リ
ュ
ー
小
学
校
を
訪
問
し
文
房
具
を

寄
贈
。
そ
の
後
、「
み
た
ま
の
塔
」
に
て

法
要
。
昼
食
後
日
本
軍
司
令
部
跡
見
学
。

「
オ
レ
ン
ジ
ビ
ー
チ
」
見
学
。
そ
の
後
、

「
平
和
記
念
公
園
内
西
太
平
洋
戦
没
者

慰
霊
碑
」
に
て
法
要
。
そ
の
後
、
高
崎
隊

本
部
ト
ー
チ
カ
、
米
軍
水
陸
両
用
シ
ャ
ー

マ
ン
戦
車
、
中
山
の
洞
窟
大
砲
を
見
学
。

大
山
山
頂
に
あ
る
「
中
川
大
佐
自
決
の

壕
」
に
て
法
楽
。 

四
日
目
・
五
日
目 

自
由
行
動
。
最
終
日
深
夜
、パ
ラ
オ
を
出 

発
し
グ
ア
ム
経
由
に
て
日
本
へ
帰
国
。 

  

感
謝
状
披
露 

・
名
古
屋
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン 

         

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団 

寄
付
バ
ナ
ー
お
よ
び
感
謝
状
披
露 

・
１
０
０
％
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｙ
ク
ラ
ブ 

E
v

e
ry

 R
o

ta
ria

n
, E

v
e
ry

 Y
e
a

r  

             

ク
ラ
ブ
。
正
会
員
全
員
が
年
次
基
金
へ
少

な
く
と
も
25
ド
ル
の
寄
付
を
し
て
、
１

ロ
ー
タ
リ
ー
年
度
の
一
人
当
た
り
の
年
次

基
金
へ
の
平
均
寄
付
額
が
１
０
０
ド
ル
に

達
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
に
贈
ら
れ
ま
す
。 

・
１
０
０
％
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団 寄

付
ク
ラ
ブ 

正
会
員
全
員
が
、
年
次
基
金
・
ポ
リ
オ

プ
ラ
ス
墓
金
・
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
が
承
認

し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
補
助
金
、
恒
久
基
金
の

い
ず
れ
か
（
ま
た
は
す
べ
て
）
に
、
少
な

く
と
も
25
ド
ル
以
上
の
寄
付
を
し
て
、

１
ロ
ー
タ
リ
ー
年
度
の
一
人
当
た
り
の
平

均
寄
付
額
が
１
０
０
米
ド
ル
以
上
に
達
し

て
い
る
ク
ラ
ブ
に
贈
ら
れ
ま
す
。 

・E
n

d
 
P

o
lio

 N
o

w
:

「
歴
史
を
つ

く
る
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
」
感
謝
状 

ロ
ー
タ
リ
ー
の 

ポ
リ
オ
撲
滅
活 

動
に
少
な
く
と 

も
１
，
５
０
０ 

ド
ル
を
寄
付
し 

た
ク
ラ
ブ
に
贈 

ら
れ
る
感
謝
状 

で
す
。 

 
 

 

 

米
山
奨
学
生
挨
拶 

米
山
奨
学
生 

 
 

馬 ま 
 

健
淋

け
ん
り
ん 

名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
三
月
に
入
っ
て

就
職
活
動
も
忙
し
く
な
る
一
方
で
、
最

近
は
企
業
研
究
と
学
校
の
研
究
で
い
ろ

い
ろ
進
め
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
な
の
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。 さ

て
、
先
月
の
2
月
26
日
は
中
国

で
「
元
宵
节
」
と
い
う
祭
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
時
に
元
宵
の
祭
り
に
行
っ
て

ク
イ
ズ
大
会
や
提
灯
な
ど
を
鑑
賞
し
ま

す
。
家
族
全
員
そ
ろ
っ
て
団
子
の
お
や

つ
を
食
べ
な
が
ら
月
を
鑑
賞
す
る
と
い

う
中
国
の
伝
統
的
な
祭
で
す
。
こ
の
日

が
中
国
の
春
節
の
後
初
め
て
満
月
の
夜

の
よ
う
で
す
。
な
ぜ
団
子
か
と
い
う
と

団
子
は
中
国
で
「
団
結
」「
家
族
」
の
象

徴
だ
か
ら
で
す
。
日
本
で
も
「
だ
ん
ご

大
家
族
」
と
い
う
歌
が
あ
る
ら
し
い
で

す
ね
。 

日
本
で
は
「
旧
正
月
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
て
、

 

「
ど
ん
ど 

焼
き
」
な 

ど
の
お
祭 

は
楽
し
い 

で
す
が
、 

私
は
２
年 

近
く
中
国 

に
帰
っ
て 

い
な
く
て
、 

私
は
家
族 

の
み
ん
な 

と
親
戚
に
会
い
た
く
て
し
か
た
が
あ
り

ま
せ
ん
。
で
き
れ
ば
も
っ
と
親
の
そ
ば

に
い
て
親
孝
行
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

以
上
、
３
月
の
報
告
に
な
り
ま
す
。

改
め
て
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

（
奨
学
金
は
送
金
し
ま
し
た
。） 

 

 

３
月
11
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

３
月
14
日
（
日
） 

地
区
大
会 

於 

愛
知
県
国
際
展
示
場
ホ
ー
ル
Ａ 

（A
ic

h
i S

k
y

 E
x
p

o

）  

本
会
議 : 

開
場
（
受
付
）
12
時
00
分 

開
会
13
時
00
分  

閉
会
17
時
30
分  

＊
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴 

 

    

 

３
月
18
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

卓 

話 

「
山
岳
ト
ン
ネ
ル
の
い
ろ
は
」 

株
式
会
社
カ
テ
ッ
ク
ス 

執
行
役
員 

足
立 

忠
彦
さ
ん  

紹
介
者
：
加
藤
巳
千
彦
さ
ん  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

小
澤 

幸
男
・
横
川 

誠
人

住
田 

正
夫
・
山
口 

正
孝 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

12時30分より配信予定

https://qrgo.page.link
/qCR1H


